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八
年
八
月
初

め
、
北
京
大
学
南

門
横

の
「
風

入
松
」
書
店

で
、

「政
治
中
国
」

の
出
版
を

祝
う
サ

イ
ン
会
が
開
か
れ
た
。
そ
の
日
、
「
風
入
松
」

に
は
、

中
国

の
政
治
的
民
主

の
新

た
な
展
開
を
願
う
人

々
の

熱
気
が
充
満
し
て
い
た
。
現
代
化
百
年

の
特
集
を
、

戊
戌
変
法

の
歴
史
的
検
討

と

い
う
文
脈
か
ら
、
現
代

中
国

の
政
治
体
制
改
革

の
全
体
的
考
察

に
ま

で
拡
大

す
る
と

い
う
ア
イ

デ
ア
が
、
こ
の
と
き
芽
生
え
た
。

帰
国
後
、
「政
治
中
国
」
の
編
者

の

一
人
が
逮
捕

さ
れ
、

書
物
自
体
も
発
禁

に
な
る
と
聞
く

に
及
び
、
自
分

の

ア
イ

デ
ア
を
中
途

で
放
棄
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
と

い
う
想

い
を
よ
り
強
く
し
た
。

そ
れ

に
し
て
も
、
北
京
滞
在
中

に

『現
代
化

の
陥

穽
」

の
著
者
、
何
清
漣
女
史

が
北
京

に
来
ら
れ
て
い

た
の
は
幸

い
で
あ

っ
た
。
長
身

で
細
身

の
彼
女

は
少

し
強

い
湖
南
ア
ク
セ
ン
ト
で
、
党
幹
部

の
汚
職
腐
敗

の
実
態

や
中
国
現
代
化

の
構
造
的
矛
盾
に

つ
い
て
、

熱

っ
ぽ
く
語

っ
て
く
れ
た
。
そ
の
対
談
は
、
北
京
オ

リ

ン
ピ

ッ
ク
村

「
ロ
ー
マ
花
園
」
の
、
と
あ
る

マ
ン

シ

ョ
ン
で
行
わ
れ
た
。
彼
女
は
党
関
係

の
仕
事

で
北

京
に
来
た
と
言

い
、

こ
の
部
屋
も
党
中
央
が
セ

ッ
ト

し
て
く
れ
た
と
だ
け
述

べ
た
が
、
八
月
初
旬

と

い
う

時
期

か
ら
見
て
、
党

の
紀
律
委
員
会
が
指
揮

す
る
汚

職
取
締
り

の
仕
事

で
は
な
か

っ
た
か
と
思
う

。

八
月

一
日
に
は
、
党
中
央

・
国
務
院

・
解
放
軍

の

連
名

に
よ
る
、
軍
隊
と
武
装
警
察
、
政
法
機

関
の
ビ

ジ
ネ

ス
禁
止
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
始
ま

っ
た
ば
か
り
で

あ

っ
た
。
北
京

の
庶
民
は
ど
こ
で
も

こ
の
決
定

に
大

喜
び
だ

っ
た
。
党
中
央
が

「現
代
化

の
陥
穽
」

の
党

批
判

の
言
辞
に
耳
を
傾
け
、
彼
女

の
助
力
を
必
要
と

し
始

め
た

こ
と
は
、
党
に
と

っ
て
も
国
家
に
と

っ
て

も
良

い
こ
と
に
は
違

い
な
か

っ
た
。

改
革
開
放
以
後

の
新
語
を
集

め
る
の
に
も
苦
労
し

た
。
現
代
は
春
秋
戦
国
期
、
漢
代
、
魏
晋
南
北
朝
、

唐
代
、

五
四
運
動
期
、
文
化
大
革
命
期
に
次
ぐ
新
語

出
現

の
ピ

ー
ク
に
当
た
る
。
た
ん
に
語
彙
が
豊
富

に

な

っ
た
だ
け

で
は
な
く
、
「彼

中
国
」
と
か

「愛
祢
、

没
商
量
」
と

い

っ
た
従
来

の
中
国
語

の
シ

ン
タ

ッ
ク

ス
か
ら
す
れ
ば
誤
用

に
近

い
言

い
回
し
も
数
多
く
登

場
し
、
新
し

い
表
現
法
と
し
て
定
着
し
た
。
た
だ
今

回
は
そ
れ
ら
は
割
愛

し
て
、
政
治
経
済
関
係
の
新
語

を
重
点
的

に
収
集
し
て
あ
る
。

ハ
ロ
ル
ド

・
ブ
ル
ー

ム
な

ら

「誤
読

の
地
B
J

(m
a
p
o
f
m
is
re
a
d
in
g
)

ど
呼

ぶ
で
あ

ろ
う
、
こ
の
魅
力
的
な
研
究
テ
ー

マ
は

今
後
も
追
求
し
て
ゆ
き
た

い
。

特
集
内
容

の
変
更

に
伴

い
、
予
告
と
は
ず

い
ぶ
ん

様
変
わ
り
し
た
内
容

と
な

っ
た
こ
と
を
、
読
者

に
お

詫
び
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
許
紀
森

(上
海
師
範

大
学
)
、
温
楽
群

(中
国
人
民
大
学
)

の
お

二
人
と

の
討
論

は
今
後

の
紙
面

で
実
現
す
る
こ
と
を
約
束
し

た

い
。
最
も
残
念
だ

っ
た

の
は
、
中
国
ト

ロ
ツ
キ
ス

ト

の
大
長
老
、
鄭
超
麟

の
死

で
あ

っ
た
。
現
代
化
百

年
を
特
集
す

る
に
あ
た
り
、
中
国
革
命
と
現
代
化

の

関
係

に

つ
い
て
、
そ
の
節
を
貫

い
た
生
き
様

か
ら
感

得
さ
れ
た
お
話
を
聞
き

た
か

っ
た
。
九
八
年
七
月
末

に
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
の
ア
ポ
を
と

っ
て

い
た
が
、
七
月

半
ば

に
お
電
話
す
る
と
、
も
う
絶
望
的
だ
と

い
う
答

え

で
あ

っ
た
。

そ
し

て
八
月

一
日

の
死
。
享
年
九
七

歳
。
中
国
共
産
党

の
創
始
者
、
陳
独
秀

に
最
後
ま

で

忠
誠
を
尽
く
し
た
美
し

い
生
涯

で
あ

っ
た
。
幸

い
、

長
堀
さ

ん
が
杭
州

の
魯
迅
紀
念
館
を
訪

ね
る
途
中
、

上
海

に
立
ち
寄

ら
れ
る
と

い
う

の
で
、
鄭
老

の
ご
遺

族
に
鄭
老
を
め
ぐ
る
こ
と
ど
も
を
尋
ね
て
頂
く
よ
う

お
願

い
で
き
た
。
こ
れ
も
美

し
い
文
章

で
あ
る
。

(緒
形

康
)
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